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　中等部・高等部の新校舎が進捗表通り、いよいよ落成の運
びとなりました。起工式の後、ほどなく広がり始めた感染症
の中、関係者におかれては、さぞ神経を遣いながらの作業で
あったと思います。お蔭様で素晴らしい出来栄えの新校舎を
完成させて下さいました。
　計画がもう少し遅かったら、資材の調達も滞り、工事も立
ち往生していたのかも知れません。天の配剤としかいいよう
のない巡りあわせに心から感謝します。

　設計長の戸塚祐造氏は、本学の「学園だより」にこう書い
て下さいました。「『人・時・みどりを大切に』をテーマに、
緑あふれる環境の中で落ち着いて学習でき、勉強が楽しくな
るキャンパスの実現を目指し計画しました」。
　中庭を抱える地上４階の建物をアキニレ、カツラ、シラカ
シ他が林立する散歩道が囲み、校舎の中心には二層の図書館、
ラーニングコモンズ、正面に富士山を大きく望むことが出来
ます。また、マルチメディアラウンジ、サイエンスラウンジ、
アートラウンジを設け、講義とアクティブラーニングのハイ
ブリッド型の授業を提供出来る仕組みになっています。
　７月日の竣工式を経て、この新しい革袋に新しい葡萄酒
を注ぎ込むのは、いよいよ私達の使命です。

　「一年を思う者は花を植える、十年を思う者は木を
植える、百年を思う者は人を育てる。」という学祖松
本生太先生の言葉に感銘を受け、人を育てるのに最適
なキャンパスはどのようにしたらできるのか、模索し
ながらプロジェクトをスタートさせました。
　そのためには、日頃の活動の中でさまざまな刺激を
受け、自ら学ぶ気持ちを向上させ、学んだことを発信
できる学習環境を用意すべきと考えました。知の集積
である図書館を校舎の中心に置き、日常的に書籍を目
にし、調べたくなる、学びたくなる気持ちが自然に湧
き上がる。そして、身に付けた知識を仲間と分かち合
い、発表できる場としてのラーニングコモンズを、日
常動線の交点である昇降口の正面に配置しました。ま
た、階ごとに、マルチメディア、サイエンス、アート、
それぞれ特徴のあるラウンジを設け、自発的な発表・
展示ができるよう計画しました。
　「人・時・みどりを大切に」をテーマに、天然芝の
中庭を中心とした建物配置で、光を感じ、風が通り抜
けるかたちとし、また既存樹木を生かした庭園づくり
を行い、落ち着いて勉強ができる明るいキャンパスの
実現を目指しました。
　教師・生徒が互いに刺激し合い、活発な学習活動が
展開され、これから未来に向かって道を切り開き、成長
して行く皆さんの人づくりの一助となれば幸いです。
そして、新校舎が、「なりたい自分」をみつけた皆さ
んの明るい笑顔で溢れることを願っています。
　清水建設株式会社

　教育文化施設設計部設計長　戸塚　祐造
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◇建　物　名：鎌倉女子大学中等部・高等部
◇所　在　地：神奈川県鎌倉市岩瀬番３
◇建　築　主：学校法人鎌倉女子大学
◇設計・監理：清水建設株式会社一級建築士事務所
◇施　　　工：清水建設株式会社横浜支店
◇構造・階数：ＲＣ一部Ｓ造、地上４階
◇規　　　模：〈敷地面積〉，．㎡

〈建築面積〉，．㎡
〈延床面積〉，．㎡

◇工　　　期：年２月４日～年７月日 ラーニングコモンズ

体育館
長年愛された松本生太記念学舎の屋根瓦を
オブジェとして配置した礼法室
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